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運
賃
引
き
下
げ
の
署
名
活
動
始
ま
る

「
緑
が
丘
駅
か
ら
国
会
議
事
堂

駅
ま
で
7
8
2
円
か
か
る
が
、

京
葉
線
は
1
 
4
分
乗
っ
て
5
0
4

円
、
そ
の
先
東
京
メ
ト
ロ
は
4
0

分
乗
っ
て
2
7
8
円
、
何
と
か

し
て
」
「
東
京
か
ら
八
千
代
市
ま

で
親
の
介
護
に
来
る
が
、
往
復

2
0
0
0
円
も
か
か
り
、
そ
う

度
々
来
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
葉
高
速
鉄
道
運
賃
は
、
東

葉
勝
田
台
駅
か
ら
西
船
橋
駅
ま

で
の
1
6
・
2
キ
ロ
で
6
3
0

円
、
北
総
鉄
道
と
と
も
に
日
本

二
同
い
と
も
い
わ
れ
、
鉄
道
愛

好
家
か
ら
「
京
葉
高
額
鉄
道
」

と
椰
験
さ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

沿
線
の
各
駅
で
、
運
賃
の
引

き
下
げ
を
求
め
る
署
名
活
動
が

始
ま
り
、
日
を
重
ね
る
ご
と
に

署
名
し
て
く
れ
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
東
葉

高
速
鉄
道
の
運
賃
引
き
下
げ
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
に

支
援
を
要
請

8
月
3
 
1
日
、
日
本
共
産
党
市

議
団
は
、
市
民
と
と
も
に
東
葉

高
速
鉄
道
へ
の
支
援
を
求
め
、

国
土
交
通
省
に
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

葉
菜
高
速
鉄
道
の
建
設
資
金

は
9
 
1
%
が
有
利
子
融
資
で
す
。

「
有
利
子
負
債
」
が
重
く
の
し

か
か
り
、
運
賃
引
き
下
げ
の
足

か
せ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
な
ど

は
、
9
5
%
が
無
利
子
融
資
と

な
っ
て
お
り
、
京
葉
高
速
鉄
道

に
対
し
て
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
無

利
子
融
資
を
適
用
す
べ
き
と
強

く
求
め
ま
し
た
。
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増
え
た
利
益
を

利
用
者
に
還
元
せ
よ

日
本
共
産
党
は
、
国
に
対
し

支
援
を
求
め
る
と
と
も
に
、
運

賃
引
き
下
げ
の
財
源
と
し
て
、

運
輸
収
入
で
得
た
利
益
を
、
利

用
者
に
還
元
す
る
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。

東
葉
高
速
鉄
道
の
平
成
2
9
年

度
実
績
は
、
営
業
利
益
5
8
億

円
、
純
利
益
2
5
億
円
。
一
日
当

た
り
の
利
用
者
は
帖
万
4
千
人

と
、
利
益
、
利
用
者
数
と
も
に

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

運
賃
引
き
下
げ
に
よ
る
収
入

減
が
あ
っ
て
も
利
用
者
増
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

利
益
の
一
部
を
活
用
す
れ
ば
、

東
葉
高
速
鉄
道
運
賃
の
引
き
下

げ
は
十
分
可
能
で
す
。

圃
国
園
斡
荒
島
際
限

免
震
工
法
で
改
修
を

八
千
代
市
は
、
2
0
1
5
年

の
熊
本
地
震
を
受
け
、
市
民
と

職
員
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

は
「
市
庁
舎
(
市
役
所
)
建
替
え
」

を
基
本
に
検
討
す
べ
き
と
従
来

の
耐
震
補
強
か
ら
方
向
を
転
換

し
ま
し
た
。

そ
の
際
は
、
「
耐
震
補
強
を

行
っ
て
も
1
0
年
後
に
は
建
て
替

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん

な
無
駄
な
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
免
震
工
法

に
よ
る
耐
震
補
強
を
採
用
し
た

鎌
ヶ
谷
市
役
所
を
視
察
し
て
き

ま
し
た
。

鎌
ヶ
谷
市
は
、
大
地
震
に
備

え
、
短
期
間
で
工
事
・
市
民
負

担
軽
減
に
国
の
交
付
金
の
活
用
、

長
期
間
使
用
に
耐
え
る
工
法
、

な
ど
を
検
討
し
て
「
免
震
工
法
」

を
採
用
し
改
修
後
は
0
0
年
間
使

用
す
る
計
画
で
す
。

現
在
、
八
千
代
市
が
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
「
建
替
え
」
で

は
完
成
は
6
年
後
で
す
。
こ
の

間
に
大
地
震
が
あ
っ
た
ら
ど
う

す
る
の
か
…
…
 
。

「
建
替
え
」
で
は
、
国
の
交
付

金
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
ま
せ

ん
。
「
免
震
工
法
」
に
よ
る
耐
震

工
事
で
は
、
国
か
ら
7
0
%
交
付

さ
れ
ま
す
。
鎌
ヶ
谷
市
の
場

合
、
総
事
業
費
3
2
億
円
の
う
ち

2
 
1
億
円
が
国
か
ら
の
交
付
金
。

市
の
負
担
は
H
億
円
で
済
ん
で

い
ま
す
。

「
新
し
く
造
る
こ
と
」
か
ら
「
賢

く
使
う
こ
と
」

へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
建
替
え
」

で
な
く
、
免
震
工
法
に
よ
る
改

修
と
す
べ
き
で
す
。

鎌ヶ谷市役所

9
月
議
会
に
、
小
・
中
学
校

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
「
民
間
資

金
を
活
用
し
た
P
F
I
手
法
」

に
よ
り
実
施
す
る
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
案
の
質
疑
で
、
エ
ア

コ
ン
設
置
の
見
通
し
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
「
早
く
て
も
平
成
3
2

年
の
7
月
が
精
い
っ
ぱ
い
」
と

の
答
弁
で
し
た
。

国
は
「
災
害
級
の
猛
暑
日
」

を
受
け
、
秋
の
臨
時
国
会
に
「
来

年
夏
ま
で
の
エ
ア
コ
ン
設
置
」

を
促
進
す
る
た
め
補
正
予
算
を

組
む
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。
千
葉
県
内
で
も
市
原

市
・
君
津
市
な
ど
は
来
年
夏
ま

で
の
設
置
に
向
け
、
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

9
月
議
会
に
は
新
日
本
婦
人

の
会
か
ら
「
エ
ア
コ
ン
の
設
置

を
前
倒
し
で
」
と
の
請
願
が
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
民
も
議
会
も
、
再
来
年
で

は
遅
す
ぎ
る
と
、
来
年
夏
ま
で

の
設
置
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
P
F
I
手
法
」
で
は
間
に
合

わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

他
の
方
法
も
検
討
す
べ
き
で
す
。



\
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
へ
へ
ミ
ミ
言

平
成
2
6
年
6
月
議
会
の
「
日

R
都
市
機
構
と
連
携
し
た
住
宅

政
策
の
推
進
を
図
る
決
議
」
は
、

市
に
対
し
「
若
年
層
の
呼
び
込

み
や
子
育
て
支
援
」
等
の
推
進

を
求
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

施
策
は
あ
る
の
か

と
質
問
し
ま
し
た

が
、
当
局
か
ら
は

答
弁
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
「
団

地
再
生
と
子
育
て

世
代
の
た
め
に
小

学
校
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
認
識
は

あ
る
の
か
」
と
の

質
問
中
に
、
答
弁

を
求
め
ら
れ
て
い

な
い
市
長
が
突
然

立
ち
上
が
り
「
現
状
で
も
、
米

本
小
学
校
、
米
本
南
小
学
校
が

あ
っ
て
も
人
口
が
減
っ
て
い
る

わ
け
で
す
よ
ね
。
」
と
発
言
し
ま

し
た
。

服
部
市
長
の
発
言
は
行
政
の

怠
慢
と
無
為
無
策
を
露
呈
し
た

極
め
て
無
責
任
な
も
の
で
あ
り
、

到
底
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

9
月
会
議
で
「
米
本
団
地
の

小
学
校
を
な
く
さ
な
い
こ
と
を

求
め
る
」
請
願
が
採
決
さ
れ
、

賛
成
は
日
本
共
産
党
の
3
人
を

含
め
6
人
。
自
民
・
公
明
党
な

ど
残
り
1
 
9
人
は
討
論
を
し
な
い

ま
ま
反
対
し
ま
し
た
。

傍
聴
し
た
人
は
「
意
見
を
一

言
も
言
わ
ず
に
反
対
す
る
議
員

が
多
数
い
る
」
と
憤
慨
。

日
本
共
産
党
は
米
本
団
地
の

小
学
校
存
続
の
た
め
住
民
と
と

も
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

二
高
い
国
保
料
を

引
き
下
ば
よ

今年は、西日本を中心とした豪雨災害、大阪北部地震、

北海道胆振東部地震、連続した台風による風水害など頻

繁に災害が発生し、市民生活を脅かしています。

しかし、大規模災害に適用される被災者生活再建支援

法は、支給される金額が少なく、適用される対象も狭い

ため、被害の実情に見合っていないことが災害のたびに

問題になってきました。

「支援法」を抜本的に見直して、 「半壊」なども対象にし、

支援金を現行の3 0 0万円から少なくとも5 0 〇万円に

引き上げる改善が求められています。 「個人の財産被害は

保証しない」とする姿勢から脱却し、被災者の切実な要

望に寄り添い、それまでの地域社会が維持できるように

すべきです。

日本共産党は、上記のような趣旨で9月議会に発議案

として提出しました。しかし、市議会はこのようなまっ

とうな発議案さえ自民・公明などが反対

し、否決しているのです。

災害に見舞われた方に何と冷たい自民・

公明などではないでしょうか?

八
千
代
市
は
平
成
2
7
年
度
に

国
民
健
康
保
険
料
を
大
幅
に
値

上
げ
し
、
滞
納
世
帯
が
1
 
5
%
か

ら
1
7
%
へ
増
加
し
ま
し
た
。
「
高

す
ぎ
て
払
い
き
れ
な
い
」
「
保
険

料
を
払
っ
て
も
医
者
に
か
か
る

お
金
が
無
い
」
と
の
声
が
、
日

本
共
産
党
に
届
い
て
い
ま
す
。

今
年
4
月
よ
り
国
民
健
康
保

険
制
度
が
県
単
位
と
な
り
、
千

葉
県
は
八
千
代
市
の
基
準
保
険

料
を
3
1
3
円
増
額
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
八
千
代
市
は

基
金
を
取
り
崩
し
て
、
実
質
値

上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
対
処

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
評
価

で
き
ま
す
が
切
実
な
声
に
応
え

る
に
は
不
十
分
で
す
。

公
園
の
ベ
ン
チ

9
月
議
会
で
市
は
「
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、
国
の

指
導
に
よ
り
で
き
な
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
が
、
日
本
共
産
党

は
「
他
の
自
治
体
の
よ
う
に
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行

い
、
県
内
二
同
い
保
険
料
の
引

き
下
げ
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
制
度
で
は
、

「
社
会
保
障
」
と
し
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
国
と
自
治
体
の
責
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
健
康
や
命
を
守
る
た

め
高
す
ぎ
る
保
険
料
を
引
き
下

げ
る
べ
き
で
す
。

鱈
謬
曝
露
-

市
民
の
方
か
ら
、
八
千
代
台

第
1
公
園
、
八
千
代
台
第
2
公

園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ベ
ン
チ

が
、
塗
装
も
剥
げ
、
板
も
腐
っ

て
座
れ
な
い
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
街
角
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
の
際
、
子
ど
も
た
ち
を
遊

ば
せ
て
い
た
お
母
さ
ん
に
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、
「
ど
う
せ
市
に

は
お
金
が
な
い
ん
で
し
ょ
う
」

と
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。

9
月
議
会
で
、
「
公
園
の
ベ
ン

チ
が
傷
ん
で
使
え
な
い
」
と
市

に
せ
ま
り
ま
し
た
。
「
要
望
を
受

け
止
め
、
早
速
修
繕
す
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

後
日
、
確
認
す
る
と
、
八
千

代
台
西
の
公
園
の
ベ
ン
チ
に
塗

装
中
の
張
り
紙
が
あ
り
、
修
繕

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
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主な議案・請願・日本共産党提出の発議案に対する議決結果 ○:賛成 ×:反対 欠:欠席 議長は採決に加わらず敬称略 

●‾ブ’ ○ 

賛成人数 反対人数 

日本共産党 公明党 自由民主党 市民クラブ 新未来 新・みんな の広場 

i伊 東 奥 山 菅 野 店 ほ i !二 届 堀 伊 植 木 正 未 立 緑 江 成 西 
林 I 
小 林 横 河 松 山 橋 

原 
口 原 田 下 田 永 川 川 野 ;睾 田 村 禾」 彦 澤 隆 文 山 野 崎 □ 本 

平成30年度八千代市一般会計補正予算 (第3号)注1 

○ ● 

賛成20 反対与 
× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 長 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 

平成30年度八千代市一般会計補正予算 (第4号)注2 
○

○ 

賛成18 反対7 
× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ × 

京葉高速鉄道運賃の引き下げを(株)京葉 高速鉄道に求める請願 
○ I 

賛成6 反対19 
○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × × ○ 

米本団地の小学校をなくさないことを求 める請願 
l" I 

賛成6 反対19 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ○ × ○ 

学校施設や通学路におけるブロック塀等 の安全性確保を求める意見書 
可決 

賛成24 反対1 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

核兵器のない世界へ日本の役割を発揮す るよう求める意見書 
否決 

賛成11 反対13 
○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 退 ○ 

東海第二発電所の運転期間延長を行わな いことを求める意見書 

● 

賛成11 反対13 
○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 退 ○ 

注1 ・・・市庁舎建て替えありきで進める計画が含まれるため日本共産党は反対しました。

注2…学校エアコン設置計画が平成3 2年完成のままであるため日本共産党は反対しました。


